的場の仕事マニュアル　　　2009，7月
的前審判・確認(◎)・看的(○)・矢取り(●)のマニュアル

矢取りまでの流れ

◎担当射場から目を離さず、中れば○、外れれば×、不明確であれば？を提示し後で確認することを覚えておく。また、掃き中りには特に注意し、×を提示して後で確認するときまで覚えておく。

○的前審判の提示に従って○・×・？を貼っていく。

・その立の行射が終了し、放送係より｢確認してください。｣と放送が入るが、赤旗が揚がるまではまだ入らない。

◎赤旗を出す。

●予め看的の○の数を覚えておき、その数字を射場に向けるようにしてサイコロを置いていく(例えば大前から順に２・１・３というように)。このとき、「？」は数に入れず、あくまで○の数で考え、主観は入れずに看的通りの数字を出す。

　なお、前射場と後ろ射場とで矢取り係の動きが違うので注意。(以下に説明)

　　　　　　　　（後ろ射場）　　　　　　　　　　　　（前射場）
　　　　　③　②　①　③　②　①　　　　　　　　③　②　①　③　②　①　　←的
　　　 D●　　　　 C●　　　　　　　　　　　B●　　　　　A●　　　　　←矢取り係
　　　　 □　□　□　□　□　□  　　　　　　　□　□　□　□　□　□ ←サイコロ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――　　←幕

　前射場の矢取り係(A,B)は前から入場して①・②・③の順に、サイコロを置いていき、左回りで（射場に背を向けないように回って）蹲踞する。

　後ろ射場の矢取り係(C,D)は後ろから入場して一度①まで進み、①・②・③の順にバックしながらサイコロを置いていき(このとき矢を踏まないように注意！) 、●の位置でそのまま蹲踞する。なお、●は実際は的の真後ろくらいの矢取りを始めやすい位置に入り込むように待機。人やサイコロで射場から的が見えなくならないように注意。蹲踞は左膝を立てて両手は腿の上。
◎前射場は①・②・③・①・②・③の順に、後ろ射場は③・②・①・③・②・①の順にサイコロの数字(=看的の○の数)と実際に的に中っている矢の本数を確認していく。このとき掃き中りはカウントしないように注意。また、数字が間違っていた場合や「？」だった矢が的中だった場合にはサイコロの数字を変更する。

　確認を終えた前・後ろ両射場の的前審判は的場の中央で合流し、前射場審判は右手を、後ろ射場審判は左手を挙げる。

　このとき、サイコロの数字の変更があった場合、及び射場側で必要と判断された場合、放送係から｢第○射場○、確認してください。｣と放送が入るので、その的まで移動して的中数をもう一度よく確認し、｢第○射場○、○中です。｣と言いながらその本数を手で示す。

射場の方で確認が終了すると、「確認しました。矢取りしてください。」と放送が入る。

· サイコロの変更があった場合は看的を直す。サイコロの数字が変えられた時点で。
◎前射場は③・②・①・③・②・①の順に、後ろ射場は①・②・③・①・②・③の順にサイコロを回収しながら退場する。

●前射場は③・②・①の順に矢取りを行い、そのまま前から退場する。

　後ろ射場は③・②・①の順に矢取りを行った後、右回りで向きを変え後ろから退場する。（射場に背を向けない）

　矢取りの際は左手で的上部を押さえながら右手で矢を1本ずつ抜き、その度に左手に持ち替える。4本抜き終えたらその束をそのまま左手に持って次の的に移動し、終わったら矢の束は右手に持ち替えて退く。

· ◎矢が抜けない場合は的前審判・確認係の判断において的を交換するので、確認後すぐに席に戻らず、矢取りを最後まで監視する。

的交換→手を上げて射場を向くと進行係が射手に確認するので、ＮＧなら位置修正する　　　　　　　

○｢確認しました。矢取りしてください。」の放送と同時に看的板を白紙に戻し始める。

◎全員が的場から退場したのを確認してから速やかに赤旗を下げる。

●矢を拭く。きれいに砂が拭き取れているかよく確認する。

　前・後ろ各射場の矢取り係のうち、矢返し係 (予め決めておく)はそれぞれのルートを通って所定の矢立てに矢を返す。射場交換表を前後の的場に用意しておくと混乱しにくい。

横矢の対応

射手または介添えから横矢回収の要望が出る。　


	進行係
	放送係
	的前審判･確認係
	看的・矢取り係

	直ちに放送係に合図して、計時を止めさせる。→

行射をとめる→放送係に処理を頼む
	進行係の合図を受け、計時を止める。
	
	

	
	「第○射場○○、横矢を回収して下さい」
	
	

	
	
	
	赤旗を出す

	
	
	速やかに横矢回収　横矢が的にささっているときのみ確認する「○中です」
	

	
	
	
	赤旗を下げる

	
	「行射を再開してください」
	
	


的ずれの処理

射手または介添えから的直しの要望が出る。完全に的が外れるくらい的の位置が変ったのでない限り、本部の判断で行射を止めて的を直すことはない
	進行係
	放送係　記録係
	的前審判･確認係
	矢取・看的

	直ちに放送係に合図して、計時を止めさせる。
	放送；進行係の合図を受け、計時を止める。
	
	

	前後の進行係で行射をとめる→放送係に処理を頼む
	
	
	

	行射が止まったことを確認→放送係に合図
	放送；「第○射場○○、的を直して下さい」
	
	

	
	
	
	赤旗を出す

	射手に歩み寄る
	
	確認担当：「第○射場○○、現在○中です」といい、手を挙げる。（まだ矢は抜かない！）
	

	
	記録：的中に問題がなければ放送にＯＫ合図

放送:「確認しました。的を直して下さい」
	
	

	
	
	速やかに的を直す。矢の回収を行う場合もある。

→的の前からどいて手を挙げ射場に向く

＊が、やむをえない場合は自身の判断でここで勝手に的替え
	的に矢が刺

さっていれ

ば的前審判

から受け取

りに行く。

	肉声で：

射手にいいか聞く

ＮＧ→修正を指示

ＯＫ
	
	＊ＯＫが出るまで直す
	

	　　「ありがとうございました」
	
	
	

	
	
	
	赤旗下げる

	
	「行射を再開してください」
	
	


※射手から的直しの要望が出なかった場合、矢取りの際に、本部もしくは的場の判断で的を直す。進行係が次の射手にいいかどうか聞く。OKが出たら行射を開始。
的前の仕事はスピード勝負！大きな大会ではここに時間内に終了できるか否かが懸かっているので、みなさんがんばってください！

射場内の仕事マニュアル

放送係のマニュアル

（1） 計時・警告担当

· 計時

アナウンスの「行射を開始してください」で計時スタート：制限時間は６分 

横矢・的ずれの時、進行係の合図で計時ストップ、「行射を再開してください」でスタート。
· 警告

・３０秒前で「リン」

· 制限時間に達したら「リンリン」　→鳴らすのは躊躇しない！！

（2） アナウンス担当

○基本

1 前の立ちの一番遅いチームの落の２本目終了で、選手が入場してくる

2 前の立ちの一番遅いチームの中（落前）４本目の弦音出選手は起立し本座へ進む

3 一番遅いチームの落の４本目終了後「確認お願いします」（的場の作業の終了を待ったりせずに）すぐに「射位にお進み下さい」と言う→それを合図に射位に進む

4 (赤旗が揚がらなければ｢赤旗揚げてください｣)

5 介添えから確認の要請は進行係を通してくる。もしあれば｢第○射場○、確認してください｣と言う
6 介添えにＯＫもらう

7 「はい、確認しました。矢取りをお願いします」

8 矢取りが終わって赤旗が下がり(赤旗が下がらなければ｢赤旗下げてください｣)、全てのチームの大前が胴作りを完了したら直ちに、「行射を開始してください」と指示（2的から落の胴造りが完了していなくても開始の合図をする。）
9 制限時間になって計時担当が「リンリン」と鳴らせるので、取り掛けていない選手に対して「制限時間なので退場してください」と伝え、退場させる

· 横矢、的ずれは別紙参照

· 看的とサイコロの不適合（的前審判・確認係がサイコロを直して、かつ的場中央で手を挙げた時点で看的が直っていない場合）：「看的直してください」の指示

· 看的が戻っていない場合：「看的直してください」

○進行

１０：５０～　競技開始　

始　（「ただ今より競射を開始します」は進行係が言う）
　「起立」（最初の立ちのみ）

「射位にお進み下さい」

「行射を開始してください」―――時計、開始

終（「ただいまを持ちまして午前の部を終了いたします。」は進行係が言う）

「ただ今から昼休みとします。」
「１３：３０(予定)→＿＿：＿＿から競技を再開いたします」

「＿＿：＿＿(10分前)より的付けを行いますので、各校の代表者は射場までお集まりください。なお、１立目の選手の方は点呼も行いますので、第２控えにお集まりください」

１３：３０～　競技再開

始　（「ただ今より競射を再開いたします」は進行係が言う。）
「起立」（最初の立ちのみ）

「射位にお進み下さい」

「行射を開始してください」

終/始（「ただ今を持ちまして競射を終了いたします」は進行係が言う。）
「決中は１５：３０(予定)→＿＿：＿＿から行います。対象の選手の方は１５：１５→＿＿：＿＿までに近的射場入り口前にお集まりください。また、的付けも行いますので出場選手の所属する大学の代表者は今すぐ射場までお集まりください」　　　　　　→決中マニュアル参照

終「（「ただいまを持ちまして競射を終了いたします。」は進行係が言う。）
「１６：１５(予定)→＿＿：＿＿から閉会式を行いますので、射場にお集まりください」

進行係のマニュアル

· 最初・最後のせりふを言う。放送係のマニュアル参照。
「ただいまより競射を開始します」
射位のあたりで、審判席の方を向き、手を挙げて言う。

「ただいまを持ちまして競射を終了いたします。」

などなど・・・
· 横矢、的ずれ：別紙参照

· 弦切れの場合：各校の介添えを誘導する。
射手から弓を受け取る

↓

介添えに弓を渡す（他校の弦を勝手に張らないように！）
↓

道場内で弦を張らせる（ここで次の立ちの入場とぶつかるときは弦張りを優先させる。途中で停止させてしまってもよい。）

↓

介添えから弓を受け取る

↓

射手に弓を渡す

· 山大、混合チームの場合は弦を張るのも進行係が行います。

· 失：進行係が処理します！！！（4本目は除く）
· 行射終了後、介添えから再確認の要請があるかを聞く。

要請あり→放送係に依頼

要請なし→ない、と放送係に合図

· 矢取りの際、的から矢が抜けないときは的を交換する。進行係は射手に「的の位置は大丈夫ですか?」と確認する。　　　　　　　　　

　肉声で　ＯＫ→「ありがとうございました」

ＮＧ→いいと言われるまで的前審判に修正してもらう

　　　　　　　　　　　

点呼係のマニュアル

選手が集まったら、点呼を行う。

点呼にいない選手がいる場合は、その選手と同じ大学の人に呼んできてもらう。

「点呼を行います。第１射場、○○大学、大前○○さん、中○○さん、落○○さん、第２射場、△△大学、大前△△さん、中△△さん、落△△さん。etc．．．」
「行射上の注意を申し上げます。

【最初の立のみ】

射場に入りましたら椅子に座って、放送係の合図をお待ちください。

放送係の合図で本座へお進みください。

【２立目以降】

射場に入りましたら椅子に座ってお待ちください。

前の立の１番遅いチームの中の４本目の弦音で起立し、本座へお進み下さい。これについては放送致しませんのでご注意ください。

【共通】

放送係の合図で射位へ進み、矢を番えてお待ちください。

放送係の合図で、行射を開始してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

制限時間は６分です。３０秒前に１回ベルを鳴らします。２回目ベル以降の的中は無効となります。２回目のベルで取り掛けていない場合はそのまま退場してください。

会打ち起こしでお願いします。横矢、的ずれが生じた場合は、射手または介添えの方は速やかに申し出てください。」

「入退場の仕方は掲示をご覧下さい」

↓　　

　　（最初のみ）競技開始の宣言後に入場させる「入場してください」　

（普通）「入場までしばらくお待ちください」

　　　　　　　　　↓

前の立ちの一番遅い射場の落の２本目終了ちょっと(３本くらい)前に、

「入場の準備をしてください」と指示。

　　　　　　　　　　　　　↓

前の立ちの一番遅い射場の落の２本目終了とともに入場させる

「入場してください」

は２サイクル目以降「行射上の注意は先程申し上げた通りです。」

記録係のマニュアル

まず、立ちに入ったチームと記録用紙を照合する

↓

看的板のとおりに記録する

↓

確認の際、異議があれば放送係に伝える。異議がなければ挙手をして(しなくてもいい。アイコンタクトでも)放送係に伝える

↓

記録用紙を掲示係に渡す

掲示係のマニュアル

いつも記録係の後あたりで待機していて下さい
○立ちが終わる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ホワイトボードの

↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｢只今の立｣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記録係に記録用紙を受け取りにいく　　　　　　　　　　　｢第２控え｣「第３控え」

↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のプレートを随時移動させる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記録用紙に従って掲示板に結果を書きこむ　　　　　　　　＊射場交換に注意　　　　

・書き損じは修正テープで直す

・掲示ミスを指摘された場合、記録係に確認をとる

　↓

掲示が終わり次第記録係に用紙を返す

決中マニュアル　
1 決中準備

	決中責任者(　　)

競技中(競射終了後)に速やかに決中の対象者をリストアップし、決中の順序を決定します。決中者リストを作成し、放送係･掲示係･点呼係に渡し、進行係に的立ての指示をします。



	放送係

決中者リストを弓道場全体に放送する。

→｢決中は＿＿:＿＿から行います。対象の選手の方は

＿＿:＿＿までに近的場入り口まで集合して下さい。また、的付けを行いますので、各大学の代表の方は今すぐ的場にお集まりください｣


	掲示係

決中者リストを受け取り、ホワイトボード③に書く。

また、決中の｢現在の立ち｣｢第１控え｣｢第２控え｣も貼っておく。

決中者リストは記録係に渡す。


	点呼係

選手が着たら点呼を行い、必要事項(次ページ参照)を説明する。
	進行係

同時進行で複数の決中を行う場合、決中の数だけ進行係の人数も必要。

責任者の決定に従って、最初の決中の的立てを指示。集まった各校代表者と(各校一人ずつ出て３人)ともに、的付けを行う。以降、それぞれの決中について同様に的付けを行う。

　


	
	
	
	的場斑(矢取り、看的、的前審判･確認係)

指示に従い、すばやく必要な的を立てる。

射詰は左右対称、遠近は幕にある山形市のマークの下に。



	遠近編

「これより、遠近競射を行いますので、出場する選手の所属する大学の代表者は的場にお集まり下さい。」


	
	
	



点呼係用 [必要事項]

射詰編

「４本持って入場し、起座で/椅子に座って（大会による）お待ち下さい。１本持って放送係のアナウンスで起立し、射位にお進み下さい。引き終わりましたら、本座に戻り起座で/椅子に座ってお待ち下さい。確認後、勝負がつかなかった場合は、アナウンスに従って射位にお進み下さい。」

(選手が３人以上のとき)

「脱落者は、次の「射位にお進み下さい」の合図で揖(ゆう)をして退場して下さい。」

遠近編

「１本持って入場し、本座にて起座で/椅子に座ってお待ち下さい。放送係のアナウンスで射位にお進み下さい。引き終わりましたら、本座に退き、起座で/椅子に座ってお待ち下さい。２番目以降の方は、大前の後ろを通り、前の選手の左隣に座ってください。」

2 競射開始

進行係

射場、選手の準備ができたら、点呼係に選手を入場させるよう合図。

選手が入場したら、射場の真ん中に立ち、審判席に揖(ゆう)をして「ただいまより、第１射場にて○位決定 [射詰or遠近] を、第２射場にて△位決定 [射詰or遠近] を行います」と言って揖。


放送係

「起立」

「射位へお進み下さい」

「行射を開始してください」

3 決中･終了後

射詰編

最後の射手が終了する


	進行係
	放送係
	記録係
	的前審判

･確認係
	矢取り係
	看的係

	
	
	記録する
	
	
	看的をつける

	
	「確認してください」
	
	
	
	

	
	
	
	赤旗を揚げる
	
	

	
	
	
	＊サイコロは用いない
	

	
	
	
	「大前、 [的中or残念] 」などと叫び確認
	確認係と一緒に入場
	

	
	
	的前審判の確認に「はい」と答える。完了したら放送に合図する
	
	
	

	
	「確認しました」
	
	
	
	

	
	「ただいまの結果、

団体○位△大学□チーム(個人○位△大学□さん)に決定しました」

「選手は退場してください」
	
	
	矢取りする
	看的を戻す

（順位が決まらなくても一回ごとに戻す）


遠近編

最後の射手が終了する


	進行係
	放送係
	記録係
	的前審判･確認係
	矢取り係・看的係

	
	「確認してください」
	
	
	矢取りは不要だが、待機して他の矢を拭いて運ぶ

看的は不要

前→後射場

	
	
	
	赤旗を揚げる

(＊サイコロは用いない)
	

	
	
	
	出場する選手の所属する大学の代表者(各校１人で３人)と審判の意見をまとめ、決まったら入賞者の矢を羽を整えてから抜き、片手で持って射場に歩いていき、進行係に渡す
	

	的前審判の持って来た矢を受け取り、審判席に見せて、揖。選手の方に向き直り、上位の矢から渡していく


	
	
	
	

	
	「ただいまの結果、個人○位△大学□さんに決定しました」

「選手は退場してください」
	記録する
	
	


マニュアルの変更点をまとめました　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009,07,07
2006三大戦主管より、矢取りの際は、的に矢が刺さっているか否かにかかわらず射場（神棚）に背を向けずに方向転換することを、山大の統一見解としました。その他、2006～2009オープン戦、看学戦リハーサルでのマニュアル改訂箇所をまとめます。

的場の仕事マニュアル

矢取りまでの流れ
・前射場の矢取り係(A,B)は前から入場して①・②・③の順に、サイコロを置いていき、左回りで（射場に背を向けないように回って）蹲踞する。
・後ろ射場は③・②・①の順に矢取りを行った後、右回りで向きを変え後ろから退場する。（射場に背を向けない）

・矢取りの際は左手で的上部を押さえながら右手で矢を1本ずつ抜き、その度に左手に持ち替える。4本抜き終えたらその束をそのまま左手に持って次の的に移動し、終わったら矢の束は右手に持ち替えて退く。

・矢取り係の蹲踞の位置の図を修正し、的･矢取り･サイコロ･幕の位置関係を示しました。

横矢・的ずれ
・表を詳しくしました。また横矢回収・的直しを的前審判、赤旗を看的の仕事に変えました。

射場内の仕事マニュアル

放送係（ア）計時担当

・赤旗関連の記述を消し、スタートはアナウンス、ストップは横矢・的ずれの場合進行係の合図としました。
（イ）アナウンス担当
・基本⑧　矢取りが終わって赤旗が下がり(赤旗が下がらなければ｢赤旗下げてください｣)、全てのチームの大前が胴作りを完了したら直ちに、「行射を開始してください」と指示（つまり二的から落の胴造りが完了していなくても開始の合図をする。）

※サイコロと看的の不適合の指示のタイミングは検証する必要があります。

・進行　台詞が減りました。「本座にお進みください。」削除。最初と最後の台詞は進行係のみが言います。放送では時刻などの事務連絡をします。
決中マニュアル

・③決中終了後　矢取り係は確認係と一緒に入場する

・看的係は、射詰めで順位が決まらなくとも、一回ごとに看的を戻す。









